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概況 消費・物価 

 ウクライナの第 3 四半期の実質 GDP 成長率は前年同期比 3.4%
となり、第 2 四半期の同 5.9%から成長ペースが鈍化した。需要

項目別では、個人消費が前年同期比+7.5%と、前期の同+5.1%か

ら成長ペースが加速し、全体の成長を牽引した。また 2008 年後

半以降落ち込みが続いていた総固定資本形成が、ベース効果は大

きいものの、同+3.6%と 9 四半期ぶりにプラスの伸びに転じた。

一方、生産側では、製造業が前年同期比+12.8%と、前期から成

長ペースの鈍化は見られるものの、依然堅調に推移した。また

2008 年以降大幅な落ち込みを続けていた建設業が、同+1.1%と

僅かながらもプラスの伸びを示した。しかし、夏季の干ばつによ

る穀物生産への被害を受け、農業は同▲3.3％となった。

実質GDPと需要項目別寄与度
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消費： 12 月の小売売上は前年同月比+14.7%と、前月の同

+17.8%から伸びが鈍化したものの、依然堅調な伸びを示して

いる。2010 年通年では前年比+7.8%増加した。平均名目賃金が

前年比+17.7%増加したことなどが小売売上の回復を後押しし

た。一方、金融危機の影響を大きく受けた国内銀行部門は、依

然として貸出基準を緩めておらず、12 月末時点での個人向けの

銀行貸出残高は前年比▲13.1%となっている。 
 
物価： 1 月の消費者物価指数の上昇率は前年同月比 8.2%と前

月の同 9.1%から低下した。9 月以降 2 ケタの伸びを続けてきた

食料品価格の上昇率が同 8.6%に低下したことが、全体のイン

フレ率を押し下げた。 

小売売上と消費者物価指数
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生産 国際収支 

 中央銀行の概算によれば、2010 年の経常赤字は貿易赤字の

拡大を受け、25.6 億ドルと前年の 17.3 億ドルから赤字幅が拡

大した。鉄鋼価格の上昇及び需要の回復を受け、国際収支ベー

スでの輸出は前年比+29.4%増加したものの、2010 年後半に内

需の回復が本格化したことから輸入の伸び（同+35.0%）が輸

出を上回った結果、貿易赤字が前年の 19.5 億ドルから 36.9 億

ドルに拡大した。一方、直接投資（ネット）は前年の 12.8 億

ドルから 56.8 億ドルに増加している。 

政府財政 

 12 月の鉱工業生産は前年同月比+12.5%増加した。鉱工業生産

は 11 月に若干減速したが、12 月は主要部門である鉄鋼製造が同

+12.0%増加したことを受け、再度 2 ケタの伸びを示した。製造

業では、前述の鉄鋼部門と共に、一般機械(同+25.4%)や輸送機器

(同+58.6%)が大幅に伸び、全体で同+15.6%増加した。また鉱業

部門と電気・ガス部門は、それぞれ同+6.0%、同+7.1%増加し

た。また、2010 年通年での鉱工業生産は前年比+11%となってい

る。 
 一方、夏季の干ばつ被害を大きく受けた 2010 年の穀物生産

は、前年比▲14.8%減少した。現在、国内需要優先のため穀物輸

出には上限が設けられているが、現在の上限設定の期限である 3
月末以降、これを解除するか否か、農業省を中心に協議が行われ

ている。 

鉱工業生産
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 2010 年の政府財政赤字は 644 億グリヴナ（80 億米ドル）と

なり、目標を 103 億グリヴナ上回った。対 GDP では 5.9%とな

る見込みで、IMF と合意した 5.5%を上回った。一方、財政赤

字目標を 388 億グリヴナ、対 GDP 比 3.1%とする 2011 年予算

が 12 月に国会承認された。予算案における 11 年の GDP 成長

率予測は前年比 4.5%、インフレ率は同 8.9%となっている。 
 11 月 30 日、ヤヌコビッチ大統領は同月 18 日に国会で承認

された新税法案に対し、拒否権を発動した。同法案では、大規

模企業に対する法人税率が引き下げられる一方、中小企業に対

する税率は相対的に引き上げられる計画であった。しかし首都

キエフで 1 万人規模の反対デモが実施されるなど、強い抗議の

声があがり、これに屈した形となった。 
 一方、152 億ドルの融資プログラムで IMF から求められてい

る年金制度改革に関しても、国民感情の悪化を恐れ、政府に消

極的な姿勢が見えている。アザロフ首相は、国民の反対があれ

ば、女性の退職年齢の引き上げ案(現行 55 歳→60 歳)を撤回す

ると報道関係者に述べた。しかし、3 月に次回融資引き出しの

承認を控え、年金制度改革に進展がなければ引き出し承認に遅

れが出る可能性も懸念される。 



 

ウクライナ経済･金融概況 
 

1. 年、四半期 

 月次 

2008 2009 2010 09/Q4 10/Q1 10/Q2 10/Q3 10/Q4
名目GDP実額　 (10億米ﾄﾞﾙ) 179.7 113.7 - 32.3 27.2 33.1 33.1 -
実質GDP成長率　 (y/y, %) 2.3 -15.1 - -6.8 4.9 5.9 3.4 -

（民間消費支出） (y/y, %) 13.1 -14.2 - -13.8 0.5 5.1 7.5 -
（総固定資本形成） (y/y, %) -1.2 -46.2 - -29.9 -2.2 -5.7 3.6 -

鉱工業生産 (y/y, %) -5.2 -21.9 11.0 3.3 10.4 13.0 8.6 10.9
小売売上 (y/y, %) 17.9 -20.6 7.8 -20.6 -3.4 5.5 9.8 14.4
銀行貸出伸び率 (y/y, %) 72.0 -1.5 1.3 -1.5 -1.9 -1.7 -0.1 1.3
消費者物価上昇率 (y/y, %) 25.2 15.9 9.4 13.3 11.2 8.4 8.5 9.5
平均賃金上昇率(名目) (y/y, %) 33.7 5.5 17.7 6.9 14.9 17.7 18.8 19.0
失業率* (%) 2.2 2.4 1.6 1.8 1.9 1.5 1.4 1.7
貿易収支* (百万米ﾄﾞﾙ) -18,532 -5,733 - -1,641 -1,460 -1,055 -2,913 -
　　輸出額　 (百万米ﾄﾞﾙ) 67,003 39,703 - 12,225 10,336 12,762 13,155 -

輸出伸び率 (y/y, %) 36.1 -40.7 - -9.0 24.0 41.9 29.6 -
　　輸入額　 (百万米ﾄﾞﾙ) 85,534 45,436 - 13,865 11,796 13,817 16,067 -

輸入伸び率 (y/y, %) 41.0 -46.9 - -21.6 20.6 38.3 36.2 -
経常収支 (百万米ﾄﾞﾙ) -12,763 -1,732 -2,558 -876 12 519 -845 -2,244
資本収支 (百万米ﾄﾞﾙ) 12,232 -11,994 7,654 -677 -685 4,581 2,918 840

対内直接投資 (百万米ﾄﾞﾙ) 10,913 4,816 - 1,340 1,534 1,260 1,486 -
外貨準備高 (百万米ﾄﾞﾙ) 30,801 25,557 33,327 25,557 24,179 28,441 33,529 33,327
対外債務残高 (百万米ﾄﾞﾙ) 101,659 103,396 - 103,396 102,914 104,634 111,623 -
政策金利(ディスカウント金利) 12.00 10.25 10.25 10.25 10.25 9.50 7.75 7.75
短期金利(Interbank 1month ask) 18.19 25.94 9.39 17.27 17.24 9.11 4.65 7.15
UAH/USD 5.277 8.044 7.948 8.114 8.010 7.921 7.906 7.957
UAH/Euro 7.699 11.217 10.545 11.982 11.083 10.084 10.222 10.802
UAH/GBP 9.635 12.593 12.286 13.250 12.491 11.819 12.262 12.571

 

2.

 
当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご利用に関しては、すべてお客様御自身でご
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さい。

10/06 7 8 9 10 11 12 11/01
鉱工業生産  (y/y, %) 8.9 6.4 9.2 10.2 10.2 9.9 12.5 -
小売売上 (y/y, %) 9.2 9.2 9.7 10.4 10.7 17.8 14.7 -
銀行貸出伸び率 (y/y, %) -1.7 -0.8 -1.5 -0.1 0.8 1.8 1.3 -
消費者物価上昇率 (y/y, %) 6.9 6.8 8.3 10.5 10.1 9.2 9.1 8.2
平均賃金上昇率(名目) (y/y, %) 19.8 17.9 18.8 19.6 19.1 20.4 17.7 -
失業率* (%) 1.4 1.4 1.4 1.5 1.4 1.6 2.0 -
貿易収支* (百万米ﾄﾞﾙ) -415 -939 -1,187 -787 -1,428 -1,103 - -
輸出額　 (百万米ﾄﾞﾙ) 4,329 4,237 4,255 4,662 4,747 5,129 - -

輸出伸び率 (y/y, %) 45.9 31.9 32.6 25.1 13.8 29.8 - -
輸入額　 (百万米ﾄﾞﾙ) 4,744 5,176 5,442 5,449 6,175 6,232 - -

輸入伸び率 (y/y, %) 48.2 32.8 41.9 34.1 42.4 38.2 - -
政策金利(ディスカウント金利) 9.50 8.50 7.75 7.75 7.75 7.75 7.75 7.75
短期金利(Interbank 1month ask) 8.56 5.54 3.98 4.33 4.13 5.99 11.18 8.86
UAH/USD 7.916 7.903 7.890 7.926 7.946 7.957 7.967 7.955
UAH/Euro 9.671 10.110 10.178 10.377 11.045 10.856 10.529 10.635
UAH/GBP 11.685 12.090 12.350 12.346 12.605 12.699 12.416 12.552
(注)失業率は登録失業者率、貿易の値は通関ベース。ハイライトは速報値。UAH: Ukraine Hryvnia（グリヴナ）

(資料) ウクライナ中央銀行、ウクライナ統計局他


